












It especially  focused on the tendency of shoot points,  shoot skills, goal spots, pass points  led to 






















































































２）, 言い換えれば , 得点を多く奪うことよりも ,
相手ゴールを目指さず , パスを多くつなぐだけ











一連の過程 , すなわち , 得点パターン , シュート
に至るまでのタッチ数 , シュート方法 , シュー
ト地点 , そしてゴールインの位置について , Ｄ
ＶＤの再生画像によりその特徴や共通項を検討











































































域が５ｍ . １１域は２ｍで分割した .）の線を引
きグリッドに分けた . また色で横に大きく３分
割した部分は , サードオブザピッチ示をしたも













Ｃ域：３２本（35.1％）である . また , Ｃ域（ゴー
ルの正面域）を除いたサイドのＡ域とＢ域を合
わせると , ５９本（64.8％）である .
③ラストパス球種
表３－１は得点に至ったラストパスの球種を













※ラストパス無し（コーナーキック直接 , フリーキック直接 , ＰＫ）：45 本は差引いた 102 本を対象とした
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囲で , １１１点（75.5％）を占めている . Ｂ域
については , １Ｂは２点（1.3％）, ２Ｂは４点










ドが２３回（約 58.8％）であり , アウトサイド
が８回（約 20.5％）であった . また身体が７回（約
17.9％）であった . トゥが１回（約 2.5％）だっ





点に至ったフリーキック , コーナーキック , Ｐ
Ｋと , 画像からの判別が難しいものを不明とし ,
除いた１４７点中１２５点を対象としたもので














※ 6 回以上のタッチした場合はドリブルとする※この項目については , ＰＫ , ＦＫ直接 , ＣＫ直接は除外する　　
　１０６( １タッチ総ゴール数）－２２（ＰＫ , ＦＫ , ＣＫ）＝１２５
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分を通過したかを示したものである . ゴールは ,
高さ（２．４４ｍ）と幅（７．２３ｍ）をそれぞ
れ３等分し , 破線を引いたものとした .






番下の３域は , ９３点（63.2％）となっている .
またグリッド毎に見ていくと ,L ３域が３７
点（25.1％）とR３域が４９点（33.3％）あった .２
域では ,L ２域が１３点（8.8％）,R ２域は１２
点（8.1％）,C ２域は３点（2.0％）であった . １
域では L １域が１３点（8.8％）R １域は１０
点（6.8％）で ,C １域は３点（2.0％）であった .
５．	考察








































が成立する . 具体的に言えば ,DF と GK の間の
スペースに送り込むこと . また DF が届かない
高さの浮き球によるラストパス（特にクロスの























































































2)　風間 八宏 2011 年 『1 対 21 サッカー原論』　二見
書房
3)　サッカーダイジェスト 2001 年 1 月 4日／ 11 日合
併号付録DVD『2010 J1 ALLGOALS 813』
2012 年 5 月 31 日受付
2012 年 7 月 25 日受理( )
図 3-2　ゴールインした位置
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